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▲降雨体験をする児童。１時間に180ミリの降雨を体験することができました。

▲土石流実験

令
和
４
年
度
垂
水
市
総
合
防

災
訓
練
を
５
月
27
、
28
日

に
、
水
之
上
小
学
校
の
児
童
や
防

災
関
係
機
関
等
に
参
加
い
た
だ
き
、

同
小
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
垂
水
市
地
域
防
災
計

画
等
に
基
づ
い
て
、
市
民
の
防
災

意
識
の
高
揚
と
知
識
の
向
上
を
図

る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
、
防
災
関

係
機
関
が
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、

災
害
応
急
対
策
を
迅
速
か
つ
適
切

に
行
え
る
よ
う
、
防
災
体
制
の
実

効
性
に
つ
い
て
も
検
証
・
確
認
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
降
雨
体
験
や
土
石

流
実
験
、
避
難
訓
練
等
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
野
田
琶わ

こ子
さ
ん
（
同
小

学
校
・
６
年
）
は
「
降
雨
体
験
は

い
つ
も
の
雨
と
は
違
い
、
怖
か
っ

た
で
す
。
防
災
を
考
え
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
関
係
団
体

と
連
携
し
、
防
災
意
識
の
醸
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令 和 ４ 年 度 垂 水 市 総 合 防 災 訓 練

～ 防災意識の醸成 ～～ 安心安全なまちづくり ～
▲防災点検の様子（場所：田神地内）

▲災害復旧工事が行われている現場（新城諏訪地区）

令
和
４
年
度
垂
水
市
防
災
点

検
を
５
月
24
日
に
、
新
城
地

区
と
田
神
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
梅
雨
時
期
を
前

に
、
市
内
の
災
害
危
険
箇
所
や
復

旧
工
事
現
場
等
を
、
自
衛
隊
や
警

察
等
の
関
係
機
関
と
合
同
で
点
検

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
情
報
共

有
を
行
い
、
連
携
の
確
認
も
行
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨

災
害
等
で
の
土
砂
災
害
現
場
の
３

箇
所
を
点
検
し
ま
し
た
。
各
所
で
、

災
害
復
旧
工
事
の
状
況
や
、
地
形
・

周
辺
道
路
の
確
認
や
、
山
（
崖
）

崩
れ
、
地
す
べ
り
等
の
危
険
箇
所

（
地
域
）
の
確
認
を
行
い
、
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
、
災
害
応
急
対

処
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
市
民
の
皆

様
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
を
推
進

し
て
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

豪
雨
や
台
風
等
の
災
害
の
季
節
に

な
り
ま
す
。
早
め
の
避
難
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
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▲雨量計の実験 ▲ＶＲ体験

【令和４年度垂水市防災点検箇所】
　①新城内田地区
　　災害発生年度／令和２年度
　　災害関連緊急治山事業
　②新城諏訪地区
　　災害発生年度／平成 29 年度
　　復旧治山事業
　③垂水田神地内
　　災害発生年度／平成28～令和２年度
　　市道元垂水原田線法面復旧事業
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